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眼科領域における ADCMの可能性に関する論文が公開されました 

 
この度、ADCMに関連した岐阜薬科大学との共同研究成果が、「Current Neurovascular 

Research」に論文が掲載されましたのでご案内いたします。本研究は、ADCM技術のがん
領域以外への応用の可能性に関し、岐阜薬科大学生体機能解析学大講座薬効解析学研究室
の嶋澤雅光准教授および原 英彰教授らと共同し、眼科領域における基礎的な研究を進めて
まいりました。 
  
Current Neurovascular Research 
http://www.eurekaselect.com/172830/article 
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Effective Therapy of Choroidal Neovascularization 
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 加齢黄斑変性の治療標的の一つと言われる血管新生阻害をターゲットとする抗 VGEFR2
抗体を結合した ADCM（DC101 Modified Micelle）について、加齢黄斑変性に対する効果
を検討した。当該疾患の治療薬の評価に使われる CNV（choroidal neovascularization：脈絡
膜新生血管）モデルにおいて、DC101 Modified micelleを投与した群では、脈絡膜新生血
管の縮小が認められた。本結果は、加齢黄斑変性をはじめとする眼科領域において ADCM
によるドラッグデリバリーが有用である可能性を示唆した。 
 
 
本リリースに記載されている医療用医薬品（開発品を含む）の情報は、当該製品を宣伝・広告
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